

































1） 　マルクス『資本論』第 1巻第 1篇、第 3章「貨幣または商品流通」向坂逸郎訳（岩波書店・全 4冊）
































































値形態」を抽出するための苦渋の方法（「附録A 第 1 版本文における価値形態に関する叙述」）が明確
な解決が得られないままの文脈で終わっていることのなかに見出すことができる。なお『資本論』初版









































































































































































































20） 　Knapp; Staatliche Theorie des Geldes（1905）.宮田喜代蔵訳『貨幣国定学説』（大正1年（1922）岩波書店。
21） 　岩野茂道「国家と貨幣―クナップの銀行券について―」鹿児島国際大学経済学会『地域経済政策研







23） 　Friedlich. A Hayek. , The Gold Problem in the Good Money, Part Ⅱ、ｐ179．






















に対する貨幣用金（monetary gold stocks）の比率は、アメリカが 84.8％（11,250/13,135：単





















25） 　ハイエク『貨幣発行自由化論』The denationalization of Money: An Analysis of the Theory and 
Practice of Concurrent Currencies ; 邦訳・川口慎二、東洋経済新報社 .1988。
26） 　例えば 1797 年 2 月 25 日の「正貨支払い停止」をめぐるアダム・スミスとの論争で、金（gold）の枯
渇は銀行券の過大な発行の結果ではなく、反対に銀行券の貸出し増（銀行券の増加）は金（gold）流出
の結果であった、と通常の常識を覆すスミス批判には鋭い洞察がみられる（Thornton;『前掲訳書』第
4章、とりわけ 118 ～ 26 ページ参照。）
27） 　Karl Polanyi, The Great Transformation ; 邦訳『大転換－市場社会の形成と崩壊－』（野口建彦・栖原学
訳、東洋経済新報社・2009）。ポラニーは金本位制が古典的な意味での自動制御装置を働かせた期間と







金（gold） 4,412 銀行券 947,903
現金 1,881 当座預金 2,592,936
国債 3,380,763 その他預金 11,644
Commercia l  paper 22,088 政府預金 288,495
社債 32,380 売り現先勘定 41,598
金銭信託① 13,490 その他①－雑勘定－ 8,254
同上② 71,830 同上②－引当金－ 42279
同上③ 2,793 資本金 1

















28 ）　ソーントン『前掲書』第 4章「イングランド銀行に関するスミス博士の考察」、すでに脚注 26 でな
かで触れたように、“正貨支払いの停止は銀行券（paper）の過剰発行によるものではない”ことを当時



























えることはない。たとえば 5年の返済期限付き 10 億円の貸付けがなされた場合、その名目で
の 10 億円は 5年後に負債項目から消えるが、その 10 億円の支出が新たに作り出す事業展開が
生み出す資金総額はその企業が失敗しない限り銀行帳簿の上では少なくとも 10 億円を超えて
いなくてはならない。今日誰でもが知っている、この銀行貸し付けが新しい現実の実需を導き



























るみに出すのである】History of Economic Analysis（1954）東畑精一訳第６巻第8章7節、2345－46ページ。
32） 　John Maynard Keynes; A Treatise of Money ,1 The Pure Theory of Money,（1930）, 小泉明 /長沢惟








































35） 　Schumpeter, ibid,『同上訳書』第 4巻、1504 ページ。
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紙幣の信用理論序説　― 貨幣のユートピア幻想について ―
36） 　IMF・Staff Paper . , Safe Assets: Financial System Cornerstone, International Monetary Fund. 
April 2012, pp81-121（Chapter 3）. BIS ; Working Papers, No 399 ,Global Safe Assets by pierre-Olivier 
Gourinchas and Olivier Jeanne: Dec. 2012．
37） 　米倉茂『ドル危機の封印―グリーンスパン―』2007 年、イプシロン出版企画。第 2章、「米国経常収
支赤字化と対外債務との関係」、および最終章「ドル危機の幻影―ますますグローバル化する資本移動
































































































































43） 　Wray（L. R ）, Understanding Modern Money, 1998. Edward Elgar Publishing, pp.11-15.　ただし、レイ























































本位制」（1815 － 1914）が機能不全となってから今年でちょうど 100 年を迎える。その間 2度
の世界大戦期間を含めて国際金融が最終的貨幣として依存してきた貨幣は、初めはロンドン・
バランス（スターリング・ポンド）であり、ニューヨーク・バランス（U.S.$）であった。純粋





（Lender of Last Resort）とする「システム・マネー」である。
　貨幣は金や銀の貴金属「商品」で代表される商品貨幣でなくてはならない、したがってそれ
以外の貨幣形態は「代用貨幣」であると定義したマルクスは、資本主義生産様式の爛熟をどの
ように描いていたのか、『資本論』3巻 資本主義的生産の総過程第 1部第 5編 27 章「資本主義
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紙幣の信用理論序説　― 貨幣のユートピア幻想について ―






























47） 　マルクス『資本論』向坂逸郎訳（岩波書店）第３巻第１部第 5編 551 ページ。
48） 　人生の栄枯盛衰のはかなさをたとえた中国の故事。






せよMacintosh のスティーブ・ジョブズあるいは google の創設者の一人、ラリー・ベイジに、
せよ巨億の富豪は実在している。彼らに共通しているのは新しいものに挑戦し開発したイノベ
イタ―であること、偉大なる創造者には富が集まる。資本主義のエトスの一つは、誤解を恐れ
ず語れば、ある意味では格差である。投機業者として名高いソローにしても想像を絶する工夫
とエネルギーの投入があって初めての成功である。50）
　「商品の物神性的性格、すなわち価値形態に潜む貨幣の魔術と妖怪」に人間が本当に翻弄さ
れて来たのだろうか？逆である。社会は商品交換の高度に発達したシステムを通じて形成され
た人間関係の集合体である。いまや天文学的数に達した商品種類とサービスが複雑に織りなす
交換システムこそが、ひとりひとりの人間が社会のなかでどのような位置にあるのか、いかに
生きるべきかを示唆することができる物差しである。自由な商品交換社会のみが、人間にとっ
ての適切な法と秩序の在り方が如何にあるべきかを示唆してくれる。自由な競争的節度を持つ
市場のなかでこそ、人間は自己の相対的価値を、家族や企業のなかで、そして地域と国家にお
ける自らの価値を初めて認識することができる。そうした自己認識を誘導し、状況に応じて的
確な意思決定を示唆しているのが自由市場の競争的価格メカニズムであること、そのメカニズ
ムを適切に尺度するものの重要な一つが貨幣であること論を待たない。したがって、その貨幣
は、現実に経済社会で機能している現代貨幣（銀行貨幣）でなければならない。（未完）
50） 　格差が残虐テロを生む社会現象の背景は時代を画する独自の世界史的な課題であり、ここで容易に
言及することはできない。
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